





































残り、 創建当初の塔が建久七年まで存続し、 雷火で焼失したことが実証された。 基壇の南北に
は階段が取り付く 。 基壇外周には雨落ち石数きがめぐる。 塔の上面は後世の投乱や削平のため
に過存しなかったので、 礎石等は確認されなかった。 基壇本来の高さは残された基l通上面より
もさらに少なくとも2尺(60cm)以上は高かったと推定されている。 ( 図 l )。
残存した基l理の上面では、 中心部に直径約2mの大きな穴が確認された。穴の断面は漏斗状




















心礎上面には金銀の延べ板、 小粒、 勾玉、 管玉などが、 木炭に混じって散乱した状態で出土





図 1  飛.島寺塔跡実測図(奈良国立文化財研究所1958)
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りだされた舎利具は、 鎌倉時代の舎利容器を入れた木箱内と、 石細1の内部に納められたo しか
し、鎌倉時代に埋め戻された土には玉類や装飾品が残されてぉり、 心礎上面にも多くの舎利具
が散乱していることから、 創建時に埋納された舎利具のかなりの部分が失われている可能性が
高い。 また、塔が焼失し、 舎利具が発見された時には、 金銀の舎利容器があったことが伝えら





装身具:玉類 勾玉4(硬玉製丁字頭勾玉、 硬玉製勾玉、 瑪]習製勾玉、 ガラス製勾玉)、 管玉
5(碧玉製)、 切子玉2(水晶製)、 空玉3(銀製)、 山拒玉(銀製)、 丸玉1(赤瑪瑙製)、
トンボ玉3、 ガラス小玉2,366(鉛ガラス、アルカリ石灰ガラ ス)
金環 23個以上





馬 具 : 馬 鈴
蛇行状鉄器
















li1 北学院大学論集 歴更と文化 第40号
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図 5  飛島寺塔跡出土舎利具実測図 (奈良国立文化財研究所1958)
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( l )  装身具
① 勾玉 ・管玉・切小玉
玉類には、 日本列島で伝統的に使われていたものと、 新しい様相のものが混在する。 伝統的
な玉には勾玉、管玉、切子玉がある。周知のように勾玉は、日本では縄文時代以来使われてき
た代表的な玉で、 古;廣時代にも多用された。 古;噴時代前期には翡翠が好まれ、 後期には コの字
形になり、瑪增製が增加する傾向がある。飛鳥寺塔跡出土の勾玉4点のうち瑪職製のものは、形
態、 材質ともにまさに古境時代後期に古境に副葬された一般的な勾玉そのものであるo
















図 7  藤ノ木古境北側被葬者装身具装着復原図 (河上邦彦ほか1987)
図 8  酒巻14号擴出土蛇行状鉄器装着馬形增輪実測図 (中島洋一ほか1988)
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6)。 北側被葬者に伴つて出土した金銅製剣菱形金具がそれで、 大小の2種がある。 そのうちの











い間その用途が不明であったが、近年馬具の一部であることが判明した。 図 8 に示した埼玉県











4. ま と め
以上、飛鳥寺塔跡出土舎利具の出土状況とその内容を紹介し、藤ノ木古墳出土品を中心に古
墳出土資料との比較を試みた。 舎利具の全容が判明しておらず、 不明な点も多く残るが、 遭存
していた資料で見る限り、 飛鳥寺塔跡の舎利具は、 失われた金銀の舎利容器のほかに、 金銀の
延べ板、粒、勾玉、管玉を組み合わせた伝統的な首飾り、多色のガ ラ ス小玉を連ねた飾り物(髪














参 考 文 献
奈良国立文化財研究所l958 「飛鳥寺発堀調査報告」。
指熊兼勝ほかl979「飛爲時代の古;興」 奈良国立文化財研究所飛爲資料館。
坪井清足l985「飛鳥の寺と国分寺」 岩波密店。
河上邦彦ほか1987「史跡牧野古城」 広陵町文化財調査報告第一冊。
中島洋一ほか1988 「酒巻古城群昭和6l年度̃昭和62年度発掘調査報告書」 行田市教育委員会。
奈良県立細原考古学研究所1995「斑幅藤ノ木古頼第二・三次調査報告書」。
190
